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審査結果の所見 

 本研究は、規模が大きく、追求する質も高い。また、社会科学として、

新しい視点、新しい手法も含まれており、独自性も高い。応募者は現在

に至るまで社会心理学の分野で世界的にも有数の研究業績を上げ続けて

おり、この計画の実現可能性も十分にあると判断できる。 

一部、宗教、歴史的社会の変遷、社会構造などの議論が欠落した中で、

遺伝子や脳科学に結論を求めることに少し不安がある旨の意見があった

ものの、本研究は、当該研究分野をリードし、国際的波及力の大きな研

究になり得る可能性があることから、基盤研究（Ｓ）として採択すべき

課題であると判断した。 

 

 

 


